
土木工事の技術的安全性確保・向上に関するシンポジウム開催案内

わが国では、土木工事での安全性確保の方策として、一般的に議論されるのは工事現場

での労働安全・衛生管理である。しかし、その一方で欧州連合では、1992 年に｢EU 建設現

場安全衛生指令(92/57/EEC)｣が制定され、建設業の安全衛生の考え方に「安全衛生調整」

という新たな概念が導入された。建設業における安全衛生の実施と向上を求めるこの新し

い取り組みは、計画・設計･施工･維持管理および解体の段階全てを含めたものであり、建

設のプロセスに係る全員が取り組むことを示している。

これまでに発生している土木工事における事故事例をみると、計画・設計・施工・維持

管理および解体の各段階での安全性の確保に関して調整不足が見受けられる。今後は、欧

州連合で導入された「安全衛生調整」という考え方のように、計画・設計･施工･維持管理

および解体の全ての段階を通して整合性がとれた安全・衛生管理を実施する仕組みづくり

が必須と考えられる。

このことから、土木工事の技術的安全性確保・向上の方策について検討するため、平成

25 年 8 月に安全問題研究員会に「土木工事の技術的安全性確保・向上検討小委員会（委員

長：白木渡 香川大学危機管理研究センター特任教授・センター長）」を設置し、平成 26

年 3 月 31 日に土木学会の「重点課題」を検討し、これを学会の「取組み戦略」として整理

し検討してきた。

今回、以下のとおり、その成果についてシンポジウムを開催し、広く公表致します。

日時：平成 28 年 3 月 11 日（金）13：30～16：30

会場：土木学会 講堂

参加費：無料

プログラム(案)

   13:30～14:30 特別講演

「新しい安全の概念 Safety-Ⅱとその実現方策レジリエンスエンジニアリング」

北村正晴先生（東北大学名誉教授 (株)テムス研究所代表取締役・所長）

14:50～16:20 パネルディスカッション

「土木工事の技術的安全性確保・向上を目指して」

     話題提供者

１．高野 忠邦：高野労働安全コンサルタント事務所

      ２．中村 一平：広島工業大学教授

      ３．豊澤 康男：労働安全衛生総合研究所 理事

４．白木 渡 ：土木工事の技術的安全性確保・向上検討小委員会委員長

        香川大学危機管理研究センター特任教授・センター長

     コーディネーター：大幢 勝利

土木工事の技術的安全性確保・向上検討小委員会幹事長

              労働安全衛生総合研究所 労働災害調査分析センター長

16:20～16:30 まとめ  


